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. はじめに
現在, 介護現場は人材不足が加速し危機的状況にある.
2017 (平成 29) 年度の介護労働実態調査によれば, 離
職者の 67.2％が勤務年数 3 年未満であり, 小規模の事
業所ほど離職者の勤続年数が短い結果となっている1).
離職には, 業務に関連する心身の不調や職場の理念や運
営に対する不満, 人間関係の問題, 低賃金など雇用管理
のあり方が影響している2). また, 2015 (平成 27) 年に
公表された ｢2025 年に向けた介護人材にかかる需給推
計 (確定値) について｣ では, 現状のまま推移した場合,
2025 年に介護人材は, 全国で 37.7 万人不足するとされ
ており3), 人材の確保・定着が喫緊の課題である. こう
した実態を踏まえ, 我が国は介護分野への多様な人材参
入を急速に進めている. その結果, 優先すべきは量の確
保という風潮が高まるのもやむを得ないことであろう.
しかし, その一方で ｢介護の質の向上｣ に向けた努力
を忘れてはならない. 介護の質の向上は, 利用者の望む
生活の実現, 即ち利用者の生活の質の向上と密接に関係
している. 山下4)は ｢利用者の生活の質の向上のために
は, そこで提供されている介護の質が問われ, その介護
の質はそこで働く介護職員一人ひとりの介護観に左右さ
れる｣ と述べている. 利用者の生活の質の向上はあくま
でも利用者本人の価値観に立つものであり, 簡単なこと
ではないが, 介護者が自らの介護観をもとに介護実践を
積み介護の質を高めていくことは重要な視点と言える.
. 先行研究の概観と問題意識の明確化
では, 介護観とは何か. 先行研究によると ｢介護職員
が介護の仕事に取り組む際によって立つ価値観や態度｣5)
｢大事にする価値観やこだわり｣6) あるいは ｢介護に対す
る考え方・見方であり, 対象者の理解や支援の方向性を
決定する際の基本となるもの｣7)8) とされている. 一方,
介護福祉学辞典9)では, ｢介護観の変遷｣ について述べ
ているが, ここで示す介護観は先行研究とは異なり, 社
会一般的な介護に対する見方と理解できる. このように,
介護観の意味合いはさまざまで, 今のところ明確な定義
は存在しない.
それゆえに, 介護観について, いくつかの有用な研究
がされて来た. それら研究の対象者は大きく 3つに分類
することができる. 1 つ目は, 家族介護者を対象とした
藤本ら10)木村ら11)森山ら12)の研究である. 2 つ目は, 介護
職員を対象とした藤井ら6)白石ら5)の研究である. 3 つ目
は, 本調査と同様に介護福祉士養成校 (以下, 養成校)
で学ぶ学生を対象とした研究である. 本稿では 3つ目に
焦点をあて先行研究を概観することで, 本研究の位置づ
けを明らかにする.
まず, 介護観の構成要素に着目した研究として木村13)
が挙げられる. 木村は学生のレポートから介護観の構成
要素を検討し, ｢理念的｣ ｢身体的介護｣ ｢自らの成長や
やりがい｣ ｢不安や困惑｣ ｢模索｣ ｢介護の適性｣ の 6 つ
を抽出した. また, 介護観は学生の経験により常に再構
成され不確実性を有すことを指摘している.
養成校の学生を対象とした研究として多いのは, 介護
観から教育や実習の効果を検証した研究である. 介護観
から教育や実習の効果を検証した吉田ら14)の研究では,
各学年に共通する介護観として ｢実習についての感情・
思い｣ ｢生活支援技術｣ ｢介護に関する価値｣ ｢利用者主
体のケア｣ ｢実習の態度｣ ｢利用者像｣ ｢介護過程｣ ｢実習
の場｣ の 8つを抽出し, さらに 3年次には ｢地域におけ
る多職種連携｣, 4 年次には ｢認知症利用者の理解｣ が
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追加され, 年次が進むと介護観が多様化することを示し
た. 橘内15)は, 学生に対し入学直後, Ⅰ・Ⅱ段階実習終
了後, Ⅲ段階実習終了後に介護観に係わる調査を行って
いる. その結果, 学生は実習を重ねるにつれ ｢その方に
応じた介護｣ ｢その人の望む生活の援助｣ という言葉を
遣うようになると指摘する. 宮下16)間瀬ら17)藤原ら18)も
同様に, 教育や実習経験は, 学生の介護観の形成に影響
を与えていることを報告している. さらに, 石田ら7)の
研究によれば, 卒業直前の学生は ｢科学性｣ ｢倫理性｣
に裏付けられた ｢個別性｣ を大切にする介護観を持つと
される. その介護観と 2009 年度からの新カリキュラム
で教育された学生の介護観を, 鴻上ら19)は比較分析した.
その結果 ｢個別性｣ の具体的内容として, 寄り添う支援
や対象者理解の視点が大幅に増加し, 新カリキュラムの
特徴である介護過程重視の教育の影響が考えられると結
論づけた.
また, 横山ら20)は, 学生は実習を含めた学習を通して
介護観を形成しているとしたうえで, 教育の課題として,
在宅介護, 余暇生活援助, 終末期ケアを積極的に取り入
れることの必要性を示唆した. さらに山下4)は, 学生の
介護観を明らかにしたうえで, 介護について根拠をもと
に説明する能力を高めることや, 離職につながる不安を
早期に解消するための卒後教育の必要性についても言及
している.
以上これらの研究を概観すると, 養成校の学生を対象
とした介護観の研究は, 介護観の構成要素を明らかにす
るもの, あるいは学生の介護観から教育・実習の効果を
評価する研究が殆どである. このように教育と実習経験
によって学生は介護観を言語化, 内面化し肯定的な介護
観を形成することは分かっているが, 具体的にどのよう
な経験や状況に影響を受け介護観を形成するのかについ
て深く立ち入った研究は少ない. 況してや, 養成校入学
前まで遡り, その影響を調査したものはなく, 影響を与
える要因を構造的に整理した研究も見当たらない. それ
ゆえ, 介護観の形成に, 影響を与える具体的な経験や状
況を明らかにすることは, 介護観形成に効果的な教育内
容を導き出すための示唆を得ることができ, その点に本
研究の意義があると考える.
. 目的
本研究は, 介護観の形成に影響を与える因子 (経験・
状況) とその時期について検討することを目的とする.
時期については, 大学入学前と入学後の因子の影響に着
目する.
. 調査方法
. 調査対象・調査時期
4 年制大学の介護福祉士養成校で学ぶ 4 年生 28 名を
対象とした. 調査時期は 2016 年 11 月である.
. 調査方法
学生には事前に, 文章と口頭で調査の趣旨および方法
を説明し, 同意の得られた学生に, 自由記述式の質問紙
調査を実施した. 調査項目は, 介護で大切にしたいこ
と・介護に対する思いや考え, 介護に対しての自分の
想いが芽生えた経験や状況, 介護総合実習終了時 (2
年次) からの介護観の変化とした.
. 分析方法
介護観の形成に影響を与える因子について検討するた
め, 本研究では, 調査項目介護に対しての自分の想い
が芽生えた経験や状況に焦点を当て分析を行った.
学生の具体的な経験や状況をもとに汎用性のある原理
や法則を導き出すために, 分析には, 帰納的コーディン
グ21)を用いた. まず, 記述内容から分析テーマに関する
文脈を抜き取り, 要約・分類する作業を行った. 次に,
要約・分類されたデータの意味解釈および概念生成を繰
り返し行い, サブカテゴリー, カテゴリーを生成した.
さらにカテゴリーをより抽象度の高い概念的コードに移
行し, 影響因子であるコアカテゴリーを明らかにした
(表 1). 次に, その影響因子がいつ頃のことなのかを把
握するため, 影響因子の要約データを, 大学生・高校生・
中学生・小学生・大学入学以前 (時期不明) に分類・整
理した (表 2). 最後にこれらのカテゴリーを構造化す
ることにより, 介護観の形成に影響を与える因子を可視
化した. 分析にあたっては, 看護・介護の現場を経験し
た研究者および質的研究に精通した 5名の研究者から,
データの分類やカテゴリー名の妥当性について助言を受
け, 内容を精査し, 分析結果の客観性を担保した.
. 倫理的配慮
本調査は, 本学の ｢人を対象とする研究｣ に関する倫
理委員会規程に従い実施した. 学生には事前に, 調査の
趣旨と方法, 調査への参加協力は自由意思に基づくこと,
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表 介護に対しての自分の思いが芽生えた経験や状況
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表

時
期
ご
と
の
影
響
因
子
成績には影響しないこと, また個人が特定されない形で
介護教育の研究対象として利用することを文章および口
頭で説明した. そのうえで, 同意書に署名することによ
り承諾を得た.
. 用語の定義
本調査では介護観を ｢介護で大切にしたいこと・介護
に対する思いや考え｣ (思いは, 信念・価値に相当する
レベル) と定義した.
. 結果
有効回答者数は 28 名 (100％) で, 男性 9名 (32％),
女性 19 名 (68％) であった. 以下, コアカテゴリーは
【 】, カテゴリーは ｢ ｣, サブカテゴリーは《 》で
示す.
. 介護観の形成に影響を与える因子 (以下, 影響因
子) について
学生の記述から抽出された要約データは 103 件であっ
た. そのデータをもとに, 57 個のサブカテゴリーと 30
個のカテゴリーを生成し, そこから影響因子となる 7個
のコアカテゴリーを抽出した. 要約データ数が多かった
影響因子は, 順に【介護の意味付け】27 件 (26.2％),
【家族の介護】22 件 (21.3％),【利用者との関わり】20
件 (19.4％),【省察】14 件 (13.6％),【指導者との関わ
り】11 件 (10.7％),【ボランティア体験】5 件 (4.9％)
【地域理解】4件 (3.9％) であった (表 1).
以下では, 上位 3つの影響因子について結果を示す.
まず,【介護の意味付け】のカテゴリーは ｢社会貢献で
きる仕事｣ ｢やりがいのある仕事｣ ｢楽しい仕事｣ ｢介護
福祉士資格の取得｣ ｢人と関わる仕事｣ ｢安心して頂く介
護実践｣ ｢素晴らしい仕事｣ ｢介護の仕事に就きたい思い｣
｢介護への不安｣ の 9 個, サブカテゴリーとして《人の
役に立つ仕事》《人を助ける仕事》《やりがいのある仕
事》《介護の楽しさ》《介護福祉士資格の取得》《人と関
わる仕事》《安心して頂く介護を行う》《介護は素晴らし
い》《介護の仕事に就きたい思い》《介護できるか不安》
の 10 個が生成された.
次に【家族の介護】のカテゴリーは ｢介護する家族の
姿｣ ｢変化する祖父母の姿｣ ｢心のつながり｣ ｢介護の手
伝い｣ ｢両親を助けたい思い｣ ｢将来への不安｣ ｢介護福
祉士の親｣ の 7個, サブカテゴリーとして《祖母の介護
する姿》《母の介護する姿》《祖父の症状・障害》《祖父
母の症状・障害》《祖母との心のつながり》《祖父母との
会話》《祖父へ寄り添う》《曾祖母の笑顔》《介護の手伝
い》《助けたい思い》《両親を見たい思い》《介護に対す
る将来への不安》《介護福祉士として働く親》の 13 個が
生成された.
最後に【利用者との関わり】のカテゴリーは ｢利用者
との多様な関わり｣ ｢利用者の姿｣ ｢利用者とのコミュニ
ケーション｣ ｢アセスメント｣ ｢利用者の言葉と笑顔｣ の
5 個, サブカテゴリーとして《寄り添う経験》《担当利
用者との関わり》《ターミナル利用者との関わり》《障害
児との関わり》《デイサービス利用者との関わり》《利用
者主体》《利用者の姿》《利用者とのコミュニケーショ
ン》《利用者の思いに気づく》《可能性を見つける》《多
面的に見る》《利用者の言葉と笑顔》の 12 個が生成され
た.
. 因子の影響を受けた時期について
以下, 時期ごとに結果を示す (表 2). 小学生は【家
族の介護】3件 (2.9％)【介護の意味付け】1件 (1％),
中学生は【家族の介護】7 件 (6.8％),【介護の意味付
け】5 件 (4.8％),【ボランティア体験】3 件 (2.9％),
高校生は【家族の介護】5 件 (4.8％),【介護の意味付
け】3件 (2.9％),【ボランティア体験】1件 (1％),【地
域理解】1 件 (1％),【省察】1 件 (1％) であった. ま
た, 時期は不明であるが大学入学以前に関する記述は
【介護の意味付け】10 件 (9.7％),【家族の介護】3 件
(2.9％),【地域理解】3 件 (2.9％),【ボランティア体
験】1件 (1％), であった.
大学生は【利用者との関わり】20 件 (19.4％),【指
導者との関わり】11 件 (10.7％)【省察】13 件 (12.6％)
【介護の意味付け】8 件 (7.8％)【家族の介護】4 件
(3.9％) であった. 以上より, 大学入学以前と入学後で
比較すると, 大学入学以前 47 件 (45.6％), 入学後が 56
件 (54.4％) となる.
. 考察
本研究の目的は, 介護観の形成に影響を与える因子
(経験・状況) とその時期について検討することであっ
た. ここでは, 7 つの影響因子の大学入学前・後に着目
する.
主に大学入学以前に影響を及ぼしていたものが【家族
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の介護】【ボランティア体験】【地域理解】である.【家
族の介護】からは, 認知症や障害の進行により ｢変化す
る祖父母の姿｣ や, 祖父母を ｢介護する家族の姿｣ に影
響を受け介護に対する思いが芽生えていることが分かる.
学生は ｢介護の手伝い｣ を通し, 祖父母の笑顔に触れ,
祖父母から感謝の言葉を受け取るなかで ｢心のつながり｣
を深めていく, 一方 ｢介護する家族の姿｣ を目の当たり
にし ｢両親を助けたい｣ と使命感に近い感情を抱く学生
も存在する.【家族の介護】の経験や状況についての記
述は 22 件 (21.3％) であり, そのうち大学入学以前の
記述が 18 件と, 8 割を占めていた (表 2). 藤若ら22)も,
祖父母との親密性が高い孫世代は, 家族介護意識と社会
的介護意識の両方が高いと報告しており, 学生の介護に
対する思いの芽生えには家族の影響があることが示唆さ
れた. また, サブカテゴリーから, 学生は大学入学以前
に, 曾祖母, 祖父母, 両親との関係において, 介護にか
かわるさまざまな生活体験をしていることが分かる. こ
のような生活体験の学びが少なからず現在の学生の成長
や介護に対する考え方に影響している.
また【ボランティア体験】【地域理解】に関する記述
は全て入学以前の経験や状況であり, 具体的には《高齢
者施設でのボランティア体験》や《地域ボランティアへ
の参加》によって, 学生は高齢者や障害者に対するイメー
ジが変化し, 人のために何かできることの楽しさを実感
する. つまり, フォーマル・インフォーマルな社会資源
の中に身を置き, 地域のなかで生活する高齢者や障害者
の生活状況を肌で感じ取ることで, 介護に対する興味・
関心が高まると考えられる. 以上から, 大学入学までは,
主に【家族の介護】【ボランティア体験】【地域理解】に
よって, 介護に対する想いが芽生え育まれることが分かっ
た.
次に, 大学入学後に影響を及ぼしていたものが【利用
者との関わり】【指導者との関わり】【省察】である. こ
れらは学生の記述内容から判断し介護実習中の経験およ
び状況と言える. 表 2の結果より【利用者との関わり】
は, 大学入学後, 最も影響を及ぼしている因子となった.
カテゴリーに見られる ｢利用者との多様な関わり｣ と一
口に言っても,《寄り添う経験》《担当利用者との関わ
り》《ターミナル利用者との関わり》《障害児との関わ
り》などその内容はさまざまで, 学生は, 利用者の生き
生きとした姿を目にすることや, 利用者から笑顔を引き
出すことができた経験をもとに, 自己の介護観を形成し
て行く. また, 学生は的確な ｢アセスメント｣ に基づく
介護実践を通し《利用者の思いに気づく》《可能性を見
つける》ことの重要性を実感し, 学内で学んだ基礎的な
知識や技術を実践で活かすことの必要性を理解すること
で, より介護に対する思いが強くなると考えられる.
実習中は【指導者との関わり】の影響も大きい. 学生
は《指導者の助言》や《指導者の寄り添う姿》に影響を
受け, 自己の実習課題の発見に努めていた. 利用者の生
活歴や障害の程度はさまざまで, 実習中は学内で学んだ
知識や技術では対応できない問題に直面することもあり,
指導者によるスーパービジョンは, 自己をより深く知っ
ていくための手段でもある23). また, 学生は, 利用者に
寄り添う指導者の姿を手本に, 介護者としてあるべき姿
勢を学んだと記載している. つまり, 指導者という ｢ロー
ルモデル｣ によって, 学生は技術や具体的な行動を学び
学習意欲を高めていくと考えられる. このことからも
｢専門職としての言動｣ は, 学生の成長に重要な役割を
果たし, 学生が介護観を築いていくうえで影響を与える
一つの因子と言える.
そして, 学生は自己【省察】によって,《介護につい
て考え直す》《利用者に対する認識を改める》《利用者と
の向き合い方》など, 介護実践を振り返っていることが
分かる. そのきっかけとなる経験について, 記述の中で
は, 不穏になりやすい利用者へ上手く対応できない, ター
ミナルの利用者に何かできることはないか, 良かれと思っ
た介助方法で利用者を危険にさらしてしまい, 自身の介
助方法の誤りに気付いたなど, 困惑や葛藤が記され, そ
の経験が新たな介護方法の模索につながっていることが
うかがえた. 畑中ら24)は, 看護観形成において自己の看
護が揺らぐ体験に直面したとき, 不安や困惑などの感情
を抱えつつ体験に向き合うことの必要性を指摘し ｢内的
な体験と自己の看護の考え方とのやり取りを通じて, 自
己の看護の考え方に影響する新たな気づきを得ることが
できる｣ と述べている. 同様に介護実習における内的体
験の積み上げが, 学生の介護に対する考え方を広げ深め
ることにつながっていると推察できる.
つまり, 介護観の形成には,【利用者との関わり】【指
導者との関わり】で生じる内的体験の積み上げと, それ
に伴う自己【省察】の機会が必要であることが示された.
最後は【介護の意味付け】について考えてみる. 本調
査の結果では【介護の意味付け】27 件 (26.2％) のう
ち, 大学入学以前は 19 件 (18.4％), 入学後は 8件 (7.8
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％) と, 学生が【介護の意味付け】を経験する時期は,
大学入学前の比重が高いことが分かった. 小学生の時に
既に介護の仕事に就きたいという思いが芽生えていた学
生もいる. 中学生, 高校生と経験を積むにつれ, 人の役
に立つことがしたい, 人を助けたいという思いから, 介
護福祉士の資格取得という具体的な目標に変化している
ことも特徴である. また, 主に特定の時期で影響を及ぼ
す他の影響因子とは異なり, すべての時期において影響
を及ぼす傾向を示した.
例えば, 小学生の頃に, 曾祖母の介護の手伝いやボラ
ンティア活動を通し《やりがいのある仕事》だと感じた,
あるいは, 小学生の時, 老人ホームへボランティアに行
き《介護の楽しさ》を実感じた, また, 中学生の頃から
《人の役に立つ仕事》に就きたいと思っていた, 介護実
習中に利用者からありがとうと笑顔で言われた時《介護
は素晴らしい》と思ったなど, このような経験をもとに,
学生は介護を肯定的に受け止めるようになる.
石田ら7)は, 学生の卒業時の介護観を検討し, 科学性・
倫理性・個別性という 3つの介護観を明らかにしている.
そして倫理性の一つの構成要素として ｢仕事の価値観｣
を抽出している. そこには, 学生が介護の仕事に魅力を
感じることや, 介護の仕事の楽しみを見つけることなど
が含まれていた. 本研究でも, 介護に対しての自分の想
いが芽生えた経験や状況を学生に記述してもらったが,
その結果, 大学生の時期には介護の楽しさや素晴らしさ
を感じた経験が記されていた. このことから, 学生の介
護観は, 介護に対しての自分の想いが芽生えた経験や状
況, つまり【介護の意味付け】もあって形成されている
ことが分かる. それは, 介護実習で介護を実践する事の
難しさと同時に, 面白さ, やりがいを感じ, 介護という
職業の魅力を身をもって経験したことにより, 介護観と
して言語化, 内面化される7)と考えられる. それを証す
るように, 介護実習を経験しない大学入学以前の記述は,
人を助けたい, 人の役にたちたいという思いに止まる傾
向にあった.【介護の意味付け】は, 介護に対する思い
が芽生えた時から, 本人の意識に内在し, 新たな経験を
積むごとに変化する. また, 他の影響因子との相互作用
のなかで【介護の意味付け】を繰り返していくことが介
護観の形成につながると考える.
. 結論
学生の介護観の形成に影響を与える因子として,【家
族の介護】【ボランティア体験】【地域理解】【利用者と
の関わり】【指導者との関わり】【省察】【介護の意味付
け】の 7因子が抽出された.
学生は, 大学入学前の生活体験のなかで【家族の介
護】【ボランティア体験】【地域理解】から影響を受け,
介護観の基盤となる考え方を育む. 大学入学後は, 介護
実習における【利用者との関わり】や【指導者との関わ
り】, さらに自己【省察】によって, 新たな介護観を内
的に形成していく. また他の因子と影響し合う【介護の
意味付け】は, 介護観の形成を促進することが示された
(図 1).
. 本研究の意義と残された課題
本研究は, 介護学生の介護観形成に影響を与える因子
(経験・状況) を明らかにし, その因子の影響のあった
時期を時系列に整理することで, 互いの関係性や影響力
を検討した. しかし, あくまでも 4年次の学生の介護観
からみたひとつの結果である. そのため, 一定の調査対
象者を継続的に調査することで介護観形成に影響を与え
る因子をより詳細に把握し, 介護観形成を促進する具体
的方策を明らかにすることが, 今後の研究にとって一つ
の課題ではないかと考えている.
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図 介護観の形成に影響を与える因子の構造化
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